
2026 年度公益社団法人日本金属学会関東支部講習会 

『船舶・造船の未来を⽀える材料技術 』 

 

日 時：2026 年 12 月 11 日(金) 

      13:30 ～17:00 

場 所：東京科学大学大岡山キャンパス 

      南 8 号館 501 号室 

主 催：公益社団法人日本金属学会 関東支部 

協 賛：安全工学会(予定)、応用物理学会(予定)、金属系材料研究開発センター(予定)、軽金属

学会(予定)、資源・素材学会(予定)、日本 MRS(予定)、日本機械学会(予定)、腐食防食学会(予

定)、日本計算工学会(予定)、日本建築学会関東支部(予定)、日本高圧力技術協会(予定)、日本

塑性加工学会(予定)、日本鋳造工学会(予定)、日本鉄鋼協会(予定)、日本熱処理技術協会(予

定)、日本複合材料学会(予定)、日本溶接協会(予定)、日本表面真空学会(予定)、日本分析化学

会(予定)、日本化学会(予定)、日本ばね学会(予定) 

 

開催趣旨： 

海上輸送は我が国の社会・経済を支える重要な社会基盤であり、その中核を担う造船業は、船舶

の大型化や安全性向上に加え、脱炭素化、新燃料への転換、デジタル化など、大きな変革期を迎え

ています。こうした変化に対応し、次世代の船舶・造船技術を実現していく上で、金属材料およびそ

の利用技術は重要な役割を担っています。 

本講習会では、変革期にある造船業と船舶海洋工学の現状および今後の展望を俯瞰するとともに、

船舶の安全性を高める高機能厚鋼板や、脱炭素化に伴い今後需要拡大が見込まれるアンモニア

の貯蔵・輸送を支える材料技術について、大学および企業の第一線で活躍する専門家にご講義い

ただきます。造船・船舶分野が直面する新たな課題と、それに対して材料技術が果たす役割を知る

ことで、今後の材料研究・技術開発を考える機会とすることを目的とします。 

 

【プログラム】  

13:30 〜 13:35 開会挨拶 稲邑朋也（東京科学大学 総合研究院） 

１３：35 〜 14:30 「変革期を迎える造船業と船舶海洋工学の最近の動向について」 

川村恭己 （横浜国立大学 大学院工学研究院） 

     5 分休憩 

14:35 〜 15:15 「船舶の安全性向上に貢献する⾼機能厚鋼板の開発と実⽤化」 

大川鉄平（日本製鉄株式会社 技術開発本部 鉄鋼研究所） 

     ５分休憩 

15:20 〜 16:00 「表層軟質クラッド鋼板を実適⽤した液体アンモニアタンクの 

30 年間の耐 SCC 性」 



安田恭野 （JFE スチール株式会社スチール研究所) 

16:00 〜 17:00 総合討論 

 

【講演概要】 

変革期を迎える造船業と船舶海洋工学の最近の動向について 

川村 恭己（横浜国立大学 大学院工学研究院)  

日本の社会・経済を支える海上輸送と造船業は、脱炭素化、デジタル化、国際市場における競争力

確保の必要性など、大きな変革期を迎えている。本講演では、日本の造船業を取り巻く現状を概観

するとともに、造船業の再生に向けた政府の政策や、国際海運の GHG 削減・新燃料船への移行を

背景とした造船業界の動向について紹介する。さらに、船舶海洋工学の構造・材料分野等における

近年の研究動向として、コンテナ船の大型化やデジタルツイン・新燃料船に関連する研究等の動向

を紹介することにより、変革期にある造船業と、それを技術面から支える船舶海洋工学の現状と方

向性について概説する。  

 

船舶の安全性向上に貢献する⾼機能厚鋼板の開発と実⽤化  

大川鉄平（日本製鉄株式会社 技術開発本部 鉄鋼研究所) 

近年、船舶の大型化や海上輸送量の増加に伴い、船体構造の安全性向上がますます重要となって

いる。本講演では、船舶の安全性向上に貢献する高機能厚鋼板として、脆性亀裂アレスト鋼および

高延性鋼 NSafe-Hull の開発と実用化について紹介する。前半では、大型コンテナ船に適用され

ている脆性亀裂アレスト鋼について、TMCP を活用したミクロ組織制御によるアレスト性能向上技

術、大型アレスト試験による必要破壊靭性（Kca）の評価、および小型試験によるアレスト性簡易評

価技術を解説する。後半では、衝突・座礁事故時の損傷や油流出リスクの低減を目的として開発し

た高延性鋼 NSafe-Hull について、材料設計の考え方、FEM による衝突・座礁シミュレーション、

大型構造モデル試験による効果実証、船級承認および実船適用事例を紹介し、鋼材技術による船

舶安全性向上への取り組みを概説する。 

 

 

表層軟質クラッド鋼板を実適⽤した液体アンモニアタンクの 30 年間の耐 SCC 性 

安田恭野（JFE スチール株式会社スチール研究所) 

アンモニアは次世代クリーン燃料として需要拡大が見込まれており、それに伴い貯蔵タンクの大型

化が求められている。タンク大型化の実現には高強度鋼の適用が有効であるが、炭素鋼は液体ア

ンモニア中では応力腐食割れ（SCC）感受性を示し、特に高強度鋼では SCC が発生しやすいこと

が報告されている。そのため低強度鋼の適用が志向されており、船舶分野では IMO-IGC コードに

よって鋼材の降伏強度上限が規定されている。本講演では、高強度と耐 SCC 性を両立する表層軟

質クラッド鋼板を適用した液体アンモニアタンクの約 30 年間の開放検査結果を紹介し、従来鋼と

の比較から液体アンモニア環境への高強度鋼適用の可能性について報告する。  



 

【202６年度講習会実行委員会】 

実行委員長：稲邑朋也（東京科学大） 

梅澤 修（横浜国大）、大出真知子(NIMS)、木村正雄(高エネ機構)、岡本力（日本製鉄）、中尾 

航（横浜国大）、長谷川 寛(JFE)、藤田敏之(東芝)、船川義正(JFE)、御手洗容子(東大) 

 

企画世話人：公益社団法人日本金属学会関東支部 

支部長：木村好里(東京科学大)、幹事：林幸（東京科学大） 

事務局：福島彩(東京科学大) 

 

【受講申込】 

参加費：会員５，０００円（協賛学会会員も同額）、非会員１0,000 円、学生無料 

 

参加申込方法： 

講習会に参加をご希望の方は 11 月３０日(月)までに氏名、所属、E-mail などを下記リンクの登録

フォームからのお申込みください。 

 

参加登録フォーム  

https://forms.gle/xkWTnMBQErhRPvps9 
 

＜参加登録フォームへの入力後＞、参加費のお支払いをお願いします。(学生以外) 

以下のフォームを使ってのクレジットカード支払いをお願いします。クレジットカード支払いが難しい

場合には、以下の振込先へ銀行振り込みお願いします。尚、請求書払いも可能です。 

 

クレジットカード決済申込サイト  

https://peatix.com/event/5187637 
 

銀行振込先： 

㈱三菱 UFJ 銀行 仙台中央支店 普通預金 口座番号 １５０５２４９ 

口座名義 公益社団法人 日本金属学会 関東支部  

シヤダンホウジン ニツポンキンゾクガツカイ カントウシブ 

 

問合せ先:〒152-8550 東京都目黒区大岡山 2-12-1 南 8 号館 312 号室 

東京科学大学物質理工学院材料系林研究室内 日本金属学会関東支部事務局 福島宛 

E-MAIL：fukushima.a.9769@m.isct.ac.jp 

TEL/FAX：03-5734-3141 

https://forms.gle/xkWTnMBQErhRPvps9
https://peatix.com/event/5187637
mailto:fukushima.a.9769@m.isct.ac.jp

